
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇◆会員の皆様からの声◆◇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

◇◆利用会員さまへのお願い◆◇ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「カ バイ」通信は、8 月、１１月、２月、５月の 15 日に発行しますので、ホームページからご覧下さい。（http://www.ai-port.jp/） 

尚、ご覧頂けない場合は、ＦＡＸ又はご郵送いたしますので、お手数ですがお電話にて事務局までお知らせ下さい。 

 2009 年 2 月１5 日 

 特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション発行 

代表理事：大日向 雅美・新澤 誠治 

住 所：〒107-0062       

東京都港区南青山 2-25-1 

電 話：０３－５７８５－１５７７  

ＦＡＸ：０３－５７８６－３２６４  

 

子育て・家族支援者養成講座事務局 

（副施設長 池田） 

「カ バイ通信」は、２月・５月・８月・11 月との 15 

日に発行します。ホームページから、ご覧になれます。 

http://www.ai-port.jp/ 

港区派遣型一時保育・育児支援家庭訪問 

あい・ぽーと子育てサポート事業 

利用会員の皆様へ 
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「カ バイ」とは、ニュージーランドのマオリ語で「ありがとう」とい
う意味です。この事業は、ニュージーランドのプレイセンターの活動に
学ぶ面もあって、マオリ語を用いました。 

 

・ 実質的な子育て支援だけでなく精神的な面でも支え

て頂いております。双子という事で本当に手が足り

ず、普段の育児の他に病院への健診にもお付き合い

して頂いております。あい・ぽーとの皆様にとても

感謝しております。  

（常本さんより） 

・ 週 1 回あい・ぽーとを利用させて頂いております。子

供（三歳）は支援者の方と会えるのを毎回とても楽し

みにしています。支援者の方にはいつも育児全般のア

ドバイスも頂いており、非常に有難いです。     

（高橋さんより） 

～ 利 用 会 員  よ り ～ 

 

・ お二人目の出産間近な利用者さんから、深夜破

水したと連絡を受け、パパの帰宅までお留守番

にかけつけました。その後、無事ご出産との一

報にホッとするやら感動するやら…大きな幸せ

を分けていただきました。 

（土師さんより） 

・ 私自身現在子育て真最中！子育ての一番大変な

時期にサポートは不可欠と身を持って体感して

います。平日の日中という限られた時間の活動

ですが、利用者の皆様の手助けに少しでもなれ

たらという気持ちで支援しています。 

（大村さんより） 

～ 支 援 会 員  よ り ～ 

保育記録用紙の記入について 

保育記録用紙は支援会員がお子さんの様子を知り、安全な保育を行うために必要なものです。必ず全項目をご記

入のうえ、保育前に支援会員にお渡し下さい。（お迎えからの依頼など、利用会員が活動前の支援会員に直接手渡せ

ない場合は、子どもの荷物に入れておくなど。予め支援会員とご相談下さい。） 

 

事前打合せの結果報告について 

支援会員と事前打合せをされましたら、一週間以内に事務局へ結果報告をして下さい。この報告がないと利用し

ないものとみなし、支援会員に他の利用会員を紹介することもありますので、必ずご連絡をお願い致します。（事前

打合せ後一週間以上経った方でも、結果報告がまだの方は至急ご連絡下さい） 

 

保育料の受け渡しについて 

保育料はあらかじめお釣りがないようにご用意いただき、お子さんの目につかないよう封筒などに入れて支援会

員にお渡し下さい。 

 

感染症について 

支援活動後にお子さんが感染症にかかったことが分かった場合は、支援者へご一報下さい。支援者が感染してい

る可能性がある場合、次の支援を辞退することもございます。支援者は複数の利用者の方を担当しております。皆

様に安心して支援を受けていただくためにご協力お願い致します。 

 
 


